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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和２年度第１回中郷区地域協議会 自主的審議事項検討部会 ４班 

２ 議題（公開・非公開の別） 

(１) 協議（公開） 

   講演会に関することについて 

３ 開催日時 

令和２年９月７日（月）午後６時３０分から午後７時００分まで 

４ 開催場所 

中郷コミュニティプラザ 談話室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委   員：岡田龍一、村越勝彦、陸川陽一 

・事 務 局：総務・地域振興グループ  内田明浩班長 

８ 発言の内容（要旨） 

【岡田委員】 

講演会を検討するということで集まってもらった。概要について事務局の説明を求

める。 

【内田班長】 

  講演会については、自主的審議事項である「未来の子ども達がいつまでも住み続け

たいまちづくり」というテーマをもとに協議を進める中で実施してはどうかとの提案

があったものである。用地管財課にも確認したが、条例上、問題はないがある程度決ま

った段階で相談してほしいとのことであった。時期としては、令和４年度の開催とな

る。 

【岡田委員】 

  来年ではなく再来年ということで、今は詳細を決める時期ではない。ある程度の開
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催場所とかを決めておく程度でどうか。ある程度の知名度のある人を呼ぶとなると「は

ーとぴあ中郷」を使った方がいいと思う。使えるお金によって呼ぶ人も決まってくる

が、２年先なのでどの人がいいかは今判断するのは難しい。ただ単に知ってる人を呼ぶ

というのはだめなので、ある程度テーマを考えた方がよいのではないか。 

【村越委員】 

   その辺も含めて私達で決めて地域協議会本会で提案することでよいか。対象につい

ては、「未来の子ども達・・・」があるので子ども向けかなと思っている。 

【陸川（陽）委員】 

   中郷区の子ども達ということでいいか。 

【岡田委員】 

それでいいのではないか。小学生くらいから中、高くらいまでの範囲を対象としたい

が、小学生の低学年に合わせると、上が話が合わなくなるので、中学生から高校生くら

いを対象とすることになると思う。あとテーマをどうするか。 

 【村越委員】 

   その辺については、例えばアンケートを取るのがいいのではないか。前回の会議で

話が出たが、２００万円超えの有名人になると、人が集まらないとやる気を起こさな

い人もいるとかで、そんな人は呼びたくないし、「何千人集めたのでどうぞ」というの

ではなく、中郷区の親子に聞いてもらいたいということで進めたい。また、若い人の

リクエストにより人選した方がいいと思う。 

【岡田委員】 

  そのとおりである。古い人を呼んでも今の人のニーズには合わないと思う。 

【村越委員】 

会場は大きいところで「はーとぴあ中郷」だと思うが、今の時代だからオンラインで

リモート講演というのも経験させるのもいいかと思う。遠くはなれた場所からでも仕

事はできるんだということもわかる。 

【岡田委員】 

   中郷区の人には直接会ってもらって、区外の人に対してオンラインで行うことも考

えられる。せっかくなので区内の人には直接会ってもらいたい。 

【村越委員】 

   例えば、平日であれば学校の教室で見られるし、必ず聞くこととなる。 
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【岡田委員】 

せっかくなので生で見てもらいたい。 

【陸川（陽）委員】 

子ども達も有名人が来ればテンションが上がり、生で見たいと思う。ただ、今の段階

では誰がいいかはわからない。 

【岡田委員】 

それはまだ決める必要はないと思う。大まかな骨子だけは決めておけばいいのでは

ないか。教育の目的で実施するとなれば条例上問題はないと思われる。村越委員の提案

のアンケートを取るのもいいと思う。それが叶うかどうかは別にしてその辺の声は聞

いてみたい。アンケートの方法も例えば何個か絞った中で選択させるとか。 

【陸川（陽）委員】 

   来年、もしオリンピックがあればメダリストとかも考えられる。 

 【岡田委員】 

   講演者を決めるのは来年にならないとわからない。 

【村越委員】 

   では、まずはアンケートを取ることにしてはどうか。 

【岡田委員】 

それはいいと思うが、候補者が必要である。 

【村越委員】 

   候補者を絞り込むのが難しいのであれば、ジャンルにしてはどうか。 

【陸川（陽）委員】 

   スポーツ系とか音楽系とかユーチューバーとかということか。 

【岡田委員】 

  ある程度何人か候補者を出して、それをたたき台として、それと同時にテーマを考

えていけばいいのではないか。 

【村越委員】 

   運営する人は誰になるか。 

【岡田委員】 

   地域協議会が主体となり、あとは各団体にお手伝いをお願いすることとなる。 

【村越委員】 
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  費用としては、講演会費とＰＲ費用くらいか。この前調べたら２００万円を超える

人（有名人）はそんなにいなかったので、費用的にはその程度かと思う。 

【岡田委員】 

  次回の地域協議会では、今日検討していただいたことで進めていくと報告する。教

育を中心に、中高生・２０代前後をターゲットに講演者を決めていくこと、ある程度候

補者を絞って中学生にアンケートをする方向で進めていくこと、時期は令和４年でま

だ先なので、日程については今後決めていくことなどを報告する。 

  部会については、１～２か月おきに会議を開催していきたいと思う。次回の部会は

１１月に予定することとして、その時に候補者を選んで、その次の地域協議会で報告

し、中学校にアンケートを行うことの承諾を得ることとする。以上で会議を閉じる。 

 (終了 午後７時００分) 

９ 問合せ先 

中郷区総合事務所 総務･地域振興グループ 

TEL：0255-74-2411（内線 165） 

E-mail：nakago-soumu.g＠city.joetsu.lg.jp 

 


